
 

                              

 

 

 

 

 

                                                                  

 

 

（17 項）左沢線営業所工務部門の廃止を踏まえ、冬期における定期的な列車巡回の強化・タイムリーな機

械除雪体制を確立すること。 

降積雪状況を踏まえ、列車巡回及び機械除雪を実施していく考えである。 

 

 (主な議論) ・定例巡回 4週に 1回(4 級線区)は変わっていない。(山保技で実施)機械除雪に関しても、 

(原則グループ会社で行うなど)変わりはない。 

 ・今まで異常時対応などは、左沢線営業所から行っていたのが、山形から行くことになる。 

手順 プロセス(直接対話から CTC への一報...)も変わるが、早目計画的な対応を取っていきたい。 

現場のスムーズな対応等タイムラグを少なくしていく。 

 

 

（18 項）寒河江駅・検修庫ピット内の融雪装置を改良設置すること。 

現行の設備で対応することとなる。 

 

(会社)・昨年度から仮設置した。今年度もこれでやっていく。 

・あくまでも仮であり、動きを取れることはやっていく。  

(組合)・現行の仮設備の問題点と更なる対策等を求めました。 

 

 

 

（19項）寒河江駅構内・指定通路の除雪委託化、または通路融雪装置を設置すること。 

降積雪状況を踏まえ、必要な除雪は実施していく考えである。 

 

(会社) ・グループ会社との契約に向けた話はしているが、グループ会社の体力があり契約とはなっていない。 

・レール間の融雪マットを上申などしているが上手くいっていない。 

(組合)・小型除雪機(備品※20万円以下)を求めました。 ・営業所は営業所として除雪を行うように努力する体質があ

るが、地区からの応援に関した支社 からの指導を求めました。 
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